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 落合 輝紀 

所属/肩書  ナーサリー富田幼児園／園長 

私の 

ＥＳＤ活動 

 こども新聞製作・異文化交流・芸術文化交流 

絵本の読み聞かせ 

活動の概要 （特に、取り組みの独創性、革新性、成果について説明してください）  

『こども新聞製作』 

 取材記事ページと、新聞記事のコラージュページで構成されたこども新聞を毎月発行しています。 

▽幼児が話し合いで取材先を決めます。タブレット端末で連絡先を調べ、電話で取材のお願いをします。 

▽切り抜き記事で疑問点があれば、電話で問い合わせます。 

▽コラージュページでは、なぜその記事を貼ったのかについて、コメントを書きます。 

▽大きく取り上げたい内容については、特集ページを作ります。これまでに、マララさん銃撃事件、フィリピン台風、イスラ

ム文化、ゆるキャラなどを特集しました。 

▽新聞で大きく取り上げられている内容について話し合います。フィリピン台風については、話し合いと情報収集によって

募金活動にたどり着くまでに取り組みが深まりました。 

※国内で幼児の新聞製作の実践記録がないので、取り組みを英文にして海外で実践共有をする準備をしています。 

『異文化交流』 

 ペンパルフレンド（アメリカ）との文通交流と、海外文化を学ぶ特別授業を行っています。 

『芸術文化交流』 

 芸術家を招いてワークショップなどを開催します。 

『絵本の読み聞かせ』 

 屋外で不特定多数のこどもに絵本の読み聞かせを行っています。 

▽9時～15時までの間、マルシェ（市場）を訪れた親子を対象とし、本棚からこどもが選んだ絵本を読みます。 

▽好きな本を、何冊でも、何回でも読みます。 

▽屋外なので、絵本に接する機会が少ない子にも絵本を読んであげることができます。 

 

・ナーサリー富田幼児園： http://nurserytomida.com  

・園ブログ： http://plaza.rakuten.co.jp/terukio/ 

 今後のＥＳＤの発展のために、若者はどのような役割を担えますか？  

 『やりたいこと、やりてえんだろ？ だったら偉くなれ』 

 ＴＶドラマ踊る大捜査線で和久さんが青島刑事に言った言葉です。 

 ESD 普及への熱意を持った若者が、財産である体力と時間を最大限活用し、実践活動を積み重ね、社会への影響力を

持つような人物になれば、ESDは発展していくと思います。 
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